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予知協・資料 7－1－4 

令和 7 年 4 月 21 日 

戦略室活動報告（令和６年度） 

 

●概要 

  

 成果の概要（5 ヵ年と令和５年度の成果の概要）の執筆・図の作成 

 戦略室員、部会長、総合研究グループ長が各章・項目について分担執筆し、年

次報告（成果報告書）案を作成した。地震火山観測研究計画部会（とりまとめ委

員:大園委員および中道委員）からの意見要望等へ対応を行った。また、部会長

や総合研究グループ長と連携して、５年間の主要な成果を表す図 10枚と令和５

年度の図 11枚を選定し、業者の協力を得ながら、一般向けの図を作成した。な

お、年次報告（成果報告書）はすでに公開済み。 

 

 今後の「成果の概要」の作成方針について 

文科省や地震火山観測研究計画部会から、「成果の概要」をより分かりやすい

ものにして欲しいなどの意見が出されていることをふまえ、令和 6 年度分か

らの作成方針を議論した。 

 

 拠点間連携共同研究について 

拠点間連携共同研究について、経緯を振り返るとともに、現状の問題点や今後

の方針について検討した。 

 

 公募研究審査 

令和６年度の公募研究（令和６(2024)年２月 29日締め切り）に応募された 17

件の課題について、部会長・総合研究グループ長の評価を踏まえて戦略室で審査

し、全 17件を採択候補として各課題への配分案を作成し、協議会予算委員会に

報告した。（詳細は令和６年度第２回協議会報告事項（５）参照） 

令和７年度の公募研究（令和６(2024)年 10 月 31 日締め切り）に応募された

14 件の課題について、部会長・総合研究グループ長の評価を踏まえて戦略室で

審査し、全 14件を採択候補として各課題への配分案を作成し、協議会予算委員

会に報告した。（詳細は本協議会報告事項（６）参照） 

なお、審査の過程で部会から寄せられた意見を踏まえて今後の審査の在り方

を検討し、令和８年度の審査から、応募者に対して評価コメントをフィードバッ

クするなどの改善を行うことを決めた。 
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 成果報告シンポジウム 

令和 7 年 3 月 5 日から 7 日に対面で開催し、口頭発表のみオンライン中継し

た。部会・総合研究グループ等の報告は口頭発表で行い、各課題の報告はポスタ

ー発表で行った。トピックス報告として、南海トラフ地震臨時情報と 2024年の

能登半島地震の 2件を取り上げた。（詳細は本協議会報告事項（２）参照） 

若手育成の観点からもシンポジウムへの学生の参加は重要であることから、

旅費等の支援を行った。 

なお、シンポジウムの日数・開催形態等について、参加者から多くの意見が出

された。令和７年度以降のシンポジウムの実施方法について、戦略室でも検討を

進めることとした。 

 

 

●戦略室会議議事一覧  

 

１．第０回戦略室会議： 2024 年 4 月 15 日（月） 10：00～12：00 

1. 戦略室の活動・スケジュールについて 

2. 戦略室員，室長，リエゾンの決定 

3. 【成果の概要】について 

4. 公募研究の審査について 

5. JDR 特集号について 

 

２．第１回戦略室会議： 2024 年 5 月 24 日（金） 13：00～15：00 

1. 【成果の概要】について 

2. 公募研究の審査について（報告） 

3. 成果報告シンポジウム開催日程について（報告） 

4. 戦略室会議スケジュールについて 

5. 予知協パンフレットの作成について（報告） 

6. ワーキンググループ等の担当について（報告） 

7. 能登半島地震への対応について 

 

３．第２回戦略室会議： 2024 年 9 月 2 日（月） 10：00～12：00 

1. 拠点間連携の現状と今後の方針について 

2. 公募研究審査方針について 

3. 令和５年度【成果の概要】作成状況（報告） 

 

４．第３回戦略室会議： 2024 年 11 月 13 日（水） 13:00～14:20 
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1. 成果報告シンポジウムプログラムについて  

2. 今後の【成果の概要】作成方針について  

 

５．第 4 回戦略室会議： 2025 年 1 月 21 日(火) 15:00～16:30 

1. 成果報告シンポジウムプログラム及びトピックス詳細について 

2. 令和８年度公募研究公募・審査方法の修正案 

3. その他 

 

６．第 5 回戦略室会議： 2025 年 3 月 13 日(木) 10:00～12:00 

1. 来年度の戦略室について 

2. 年次報告書の作成について 

3. 成果報告シンポジウム報告 

4. JDR 特集号 

5. その他 

 


